
議　会　だ　よ　り 2第134号（平成29年11月20日）

どう使われた！？

歳入（前年度比2.7％増）
90億9,087万7千円

歳出（前年度比3.3％増）
87億9,991万円

翌年度へ繰越すべき財源
4,002万5千円
実質収支（黒字）
2億5,094万2千円

単年度収支（マイナス）
4,500万9千円

歳入（前年度比2.7％増）
90億9,087万7千円

歳出（前年度比3.3％増）
87億9,991万円

翌年度へ繰越すべき財源
4,002万5千円
実質収支（黒字）
2億5,094万2千円

単年度収支（マイナス）
4,500万9千円

88 億円

記事担当　大城　保

【用語解説】
実質収支：当年度の歳入金額から、歳出金額と翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた金額です。
単年度収支：当年度の実質収支から、前年度の実質収支を差し引いた金額です。
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【一般会計】

平成28年度一般会計歳入歳出決算平成28年度一般会計歳入歳出決算

村 税
財 産 収 入
分担金及び負担金
地 方 交 付 税
地 方 消 費 税
地 方 譲 与 税
そ の 他 の 交 付 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
村 債
使 用 料 ・ 手 数 料
諸 収 入
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項　目　名

計

割合金　　額
単位：千円・％

1.1
28.7
20.2
5.5
6.7
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18.5
2.4
10.3
0.0
5.0

100.0

99,430
2,526,145
1,779,690
483,002
587,869
136,670
1,623,983
25,299
909,972
2,157

435,693
9,779,910
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議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費

① 17.0％

⑲ 18.5％

㉑
10.3％㉓ 

 5.0％

② 20.0％

④ 3.3％

⑤ 15.0％

⑥ 2.1％

⑨ 17.1％

⑩ 10.9％

⑪ 1.7％
⑫ 9.0％

③ 0.8％

⑬ 1.1％

⑭ 28.7％

⑮ 20.2％

⑯ 5.5％

⑰ 6.7％

⑱ 1.6％

⑳ 2.4％⑦ 0.3％

⑧ 0.8％

議　会　だ　よ　り3 （平成29年11月20日）第134号

ちゃんと使われた！？88 億円
【歳入に関する質疑】
質　村民税の収入未済額、不納欠損額の要因は。
答　主に転出、転入を繰り返しているホテル関連就労者や、国外転出等による
未済額であり、実態調査を実施しているが所在不明者が多数おり、不能欠損
となっている。
質　村税の滞納繰越分の徴収状況は。
答　滞納処理システムを導入し、迅速な対応が可能となっている。
質　住宅用家屋を、民泊事業に活用しているが課税見直しは。
答　全改修の場合は課税を見直す、新築の場合は軽減措置を受けられなくなる
こともある。
質　教育使用料の不納欠損は。
答　幼稚園入園料3万5千円(7件)、幼稚園保育料過年度収入30万500円(12
件)が連絡の取れない世帯であるが、準要保護の適用を受け免除となるべき
世帯も含まれる。
質　雑収入の未済額の内訳は。
答　学校給食費の平成28年度未納額191万4千855円、滞納繰越分434万7
千685円、村営住宅共同使用電気料12万5千469円である。

【支出に関する質疑】
質　保健衛生費委託料142万７千円、健康増進費委託料117万１千円の不用
額の内容と、今後の対策は。
答　定期予防接種と高齢者インフルエンザ予防接種の減。胃・肺・大腸がん・子
宮がん・乳がんの受診者が見込みを下回った。
　　予防・早期発見・早期治療・医療費の軽減に向けての事業であり、接種率、
受診率を上げるため検診無料化の啓蒙を図っている。
質　公共施設の耐用年数や改修時期等の判断基準は。
答　公共施設管理計画に基づき改修時期、基金の運用についてシュミレーショ
ンを行っている。


